
品種分化
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栽培2倍種
S. stenotomum

アンディジェナ
バレイショ

チリ原産バレイショ
S. tuberosum ssp. tuberosum

アンディジェナ

S. tuberosum
ssp. tuberosum

Rough Purple Chili

Garnet Chili

Early Rose

普通バレイショ

連続的馴化

ジャガイモ疫病
(1845年）

15
70
年頃

185
1年

欧米

アンデス

S. tarijense
♀

♂

祖先野生2倍種
S. bukasovii, S. canasense, 

S. candolleanum, S. multidissectum

ペルー南部

ペルー・
ボリビア

アンデス
全域

バレイショの起原と進化

2



欧州に保存されている押葉標本に見られる
葉緑体DNA型の変遷

A型葉緑体DNA
T型葉緑体DNA

疫病発生以前

Ames & Spooner (2008) Am J Bot 95:252-257
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Late blight（ジャガイモ疫病）
Phytophthora infestans (Mont.) de Bary
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Potato acreage in Ireland 1650-1849
Dowley & O’Sullivan (1995) A short history of the potato, the Famine, 
late blight and Irish Research on Phytophthora infestans. pp. 32
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8月20日ダブリンにて
最初の被害が見られる
（25～30％収穫減）。

貯蔵中の種イモ腐敗し作付け
面積の減少。8月初旬壊滅状態。
食料の枯渇。

極度の種イモ不足。飢饉続く。
伝染病。大量移民。

種イモの輸入により作付
け面積増加。7月中旬に
疫病が襲い壊滅状態。
大量の移民

疫病が散発
的となり終
息する。

The Great Irish Famine (The Famine)
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Irish population changes 1700-1881

150万人の餓死ないし病死者
100万人の移民

アメリカ人の6人に1人は
アイルランド系

Dowley & O’Sullivan (1995) A short history of the potato, the Famine, 
late blight and Irish Research on Phytophthora infestans. pp. 32
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バレイショの伝播（星川 1978）
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1500 1600 1700 1800 1900

ヨーロッパに
バレイショが入る

1570

疫病流行

1845

日本にバレイ
ショが入る

鎖国 18541641

新大陸発見

1492

「救荒二物考」北海道へ

1600 1706 1836

導入育種

1873

江戸 明治 大
正

安土
桃山室町 昭和

バレイショの日本への伝播
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1600年頃、オランダ人によってバレイショが持ち込まれた
（南米から欧州への渡来のわずか30年後）

鎖国(1641‒1845)

バレイショの渡来

1

2
3

冷涼な高冷地に次第に広がり、
1706年には北海道に持ち込まれた

1873年より欧米から
多くの品種が導入
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高野長英によって著された
「救荒二物考」（1836年）

二物考（勧農備荒二物考）高野長英記念館所蔵 群馬県版（1881年出版）
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「救荒二物考」(高野長英 1836年)より抜粋
11

富士種（生産者A）
富士種（生産者C-2-イ）
富士種（生産者C-2-ロ）
井川おらんど（3）

清内路黄いも
長崎在来 B
平谷いも

Eigenheimer
（黄皮・黄肉・白花）

金時薯
中津川芋
祖谷イモ（赤）
おちあいいも
赤じゃがた
神流町の赤いも
下栗二度芋（赤皮）
水窪いも（赤）
ごうしゅういも（赤）
しょうのじゅ
赤いも（大滝いも）
野川芋
井川おらんど(2)
野川いも
地芋（赤）

A (赤皮・白肉・赤紫花)
弘法いも
祖谷イモ（白）
東祖谷在来2号
東祖谷在来
ふじのねがた
水窪じゃがた
おいねつるいも
治助
つやいも
清内路白芋
昔いも（中井侍）
下栗二度芋（白皮）
たちがれいも

在来白皮（井川）
富士種（生産者B）
富士種（生産者C-1）
富士種（鳴沢村）
地イモ（南木曽町）
つやいも（丹波山町）
水窪いも（白）
地芋（愛媛）
くだりさわ
井川おらんど（４）
梅ヶ島の地芋
玉川じゃがたら（19）

B (白皮・白肉・赤紫花)

根室紫
紫いも
紫いも（大滝）

C (紫皮・白肉・青紫花)
銀山紫
紫いも（売木）
井川おらんど（21）
長崎紫
中留萌

D（紫皮・黄肉・青紫花）

E

Oriyama et al. (2026) 
Am J Potato Res 103:34-44
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男爵薯

原品種名は「Irish Cobbler」（アイルランド人の靴直しの意）

わが国には、明治41年（1908年）に函館ドック専務取締役の
川田龍吉（かわだ りょうきち）男爵が導入した。

1876年、アメリカでアイルランド人の靴直し職人が見つけた。

減りつつあるが、2023年度時点で作付け面積の14.1％を占める
（青果用バレイショ第1位）。
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メークイン

原品種名は「May Queen」（五月の女王の意）

わが国には、大正6年（1917年）にアメリカより輸入された。

イギリスで、E. Sadlerという人が栽培していたものを、1900年に
サットン商会が世間に紹介した。

減りつつあるが、2023年度時点で作付け面積の8.0％を占める
（青果用バレイショ第2位）。
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Bliss Triumph
Early Rose
Green Mountain
男爵薯
Russet Burbank
White Rose

Katahdin
Kennebec
Ontario
Red La Soda
Red Pontiac
Sebago

Norchip
Norgold Russet
Norland
Superior

Atlantic
Eramosa
Ranger Russet
Russet Norkotah
Sangre
Shepody
スノーデン

1878
1861
1885
1876
1876
1893

1932
1948
1946
1948
1949
1938

1968
1964
1957
1961

1978
1988
1991
1988
1982
1980
1990

4.2 (t/10a)
5.3
7.8
3.9
4.3
6.2

4.5
6.5
6.5
5.1
7.4
5.1

3.8
4.7
3.7
4.3

4.8
3.7
4.1
4.3
4.2
5.2
5.4

5.0

1.066
1.082
1.087
1.071
1.079
1.073

1.070
1.072
1.075
1.063
1.065
1.072

1.076
1.070
1.058
1.076

1.089
1.062
1.080
1.068
1.068
1.079
1.084

1.073

3.4 (t/10a)
3.1
6.7
3.0
2.5
4.1

4.1
5.5
5.5
4.6
6.8
4.5

3.1
2.9
3.0
3.7

4.5
3.3
3.2
3.2
3.7
4.2
5.0

4.1

19世紀

1930-1949

1950-1969

1970-現在

区 分 品 種 育成年 規格内収量* 総収量 比重

*規格内収量：丸物は径5.1 cm以上 長物は113.4 g以上
Douches et al. (1996) Crop Sci 36:1544-1552

アメリカ品種の収量性
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赤皮イモ
白く丸いイモ
長いイモ

19世紀
1930-1949
1950-1969
1970-現在

イモ型

育成年

規格内収量*
(t/10a)

総収量
(t/10a)

比重

*規格内収量： 丸物は径5.1 cm以上 長物は113.4 g以上

4.84 a
4.38 ab
4.00 b

5.08 a
4.99 a
5.22 a

1.063 c
1.075 b
1.079 a

3.93 b
5.20 a
3.23 c
3.99 b

5.61 a
5.63 a
4.15 b
4.70 a

1.081 a
1.070 c
1.070 c
1.077 b

区分

アメリカ品種の収量性

Douches et al. (1996) Crop Sci 36:1544-1552
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Uitdewilligen et al. (2013) PLOS ONE 8:e62355
ヨーロッパ品種の遺伝的分化

デンプン原料用品種の分
化はPa2/3抵抗性遺伝資
源（S. vernei）の影響

イギリスの古典的品種
さまざまな品種
デンプン原料用品種
DM（基準ゲノム）
フライ用品種
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Hirsch et al. (2013) G3 Genes Genomes Genet 3:1003‒1013
北米品種の遺伝的分化

チップ用

チップ用

チップ用

黄肉品種と白丸青果用

フレンチフライ用と
ラセット皮青果用

赤皮品種

野生種と遺伝資源
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赤皮品種
白丸青果用

黄肉品種
チップ用
フレンチフライ用
ラセット皮青果用
遺伝資源
野生種

用途別分類

主に北米産247品種・
系統の類縁関係

Hirsch et al. (2013) G3 Genes Genomes Genet 3:1003‒1013
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日本産品種
日本産チップ用

赤皮品種
白丸青果用

黄肉品種
チップ用
フレンチフライ用
ラセット皮青果用
遺伝資源
野生種

用途別分類

チジワ
メイホウ
セトユタカ
ウンゼン
デジマ
ニシユタカ
タチバナ
アイノアカ
ドラゴンレッド
普賢丸
アイユタカ
春あかり
さんじゅう丸
とうや
C9701-3
リラチップ
キタカムイ
ゆきつぶら
らんらんチップ
C0302-1
十勝こがね
ピルカ
紫月
ベニアカリ
キタムラサキ
ノーザンルビー
シャドークイーン
さやか
はるか
C0503-9
アーリースターチ
花標津
さやあかね
スタールビー
あかね風

男爵薯
農林1号

Early Rose
Russet Burbank
トヨシロ
コナフブキ

メークイン

スノーマーチ

ぽろしり

きたひめ

オホーツクチップ
ホワイトフライヤー

ノースチップ

432品種・系統の類縁関係
Igarashi et al. (2019) Mol Breed 39:9
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コナフブキ
WB60015-7

WB66201-10

トヨシロ

Hochprozentige

52078-13

男爵薯
W584454-1

北海43号

WB60094-2
W3584416-3

島系267号

Hochprozentige

Doubled F1
(S. phureja x S. chacoense)

WB63054-1

島系232号
2070-ab(32) S. demissum

Hochprozentige

Doubled S. chacoense

北海19号

エニワ

Pepo

Prof. Wohltmann

島系267号

島系232号

B76-23

B605-10
北海白

島系169号

男爵薯

Pepo

交配（1971年）
登録（1981年）

高デンプン性
Yウイルス抵抗性（Rychc）
疫病抵抗性（R1, R3）
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Assembly sizes of the haplotypes were highly consistent to the DM and RH assemblies

Zhou et al. (2020) Nature Genet 52:1018-1023
Sun et al. (2022) Nature Genet 54:342-348

Ovata (4x)とRH (2x)の染色体長
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IBD blocks across the genome. Regions shared by two, three or four haplotypes 
are colored in red, orange or blue

Sun et al. (2022) Nature Genet 54:342-348

Ovataゲノムの50％は共通祖先に由来する
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相同染色体間で大きな逆位が動原体周辺に見られる

Sun et al. (2022) Nature Genet 54:342-348
Ovataの相同染色体間構造変異
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Bao et al. (2022) Mol Plant 15:1211-1226
合作88号のゲノム
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